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１．淡海の川づくりフォーラムの概要

淡海の川づくりフォーラムでは、“川や水辺と共生する暮らし”、“川や水辺と私たちのいい

関係”について、川や水辺にまつわる活動を実践されている皆さんとともに、公開選考方式のワ

ークショップを通じて、それぞれの交流の中で議論を深め、探ります。 

 

 日時 ： 令和 3年（2021 年）2月 7 日(日) 9:45～16:00 

 開催方式 ：オンライン開催（WEB：zoom） 

 ※一部団体・選考員は、サテライト会場（滋賀県危機管理センター）からの現地参加 

  オンラインによる一般参加（聴講）も可能 

  Youtube Live!によるライブ配信も実施（URL：https://youtu.be/ViFjpEe690I） 

 主催 ： 淡海の川づくりフォーラム実行委員会／滋賀県 

 後援 ： 滋賀県河港・砂防協会、マザーレイクフォーラム運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
淡海の川づくりフォーラムは、マザーレイク 21計画に基づくマザーレイクフォー

ラムとの連携事業です。 

 

 

淡海の川づくりフォーラムは、滋賀県流域治水条例第 34 条に基づく県民相互の連

携の支援事業です。 

全体発表（午前）
参加団体が一堂に会して、日ごろの取り組み
を発表します。

テーブル選考（午前）
３つのグループに分かれ、全体発表で語りき
れなかった部分の説明や質疑を通じて、それ
ぞれの活動について理解を深めます。

全体討論（午後）
テーブル選考、復活選考を経て、推薦された
“きらり”と光る活動を学びながら、“川や水辺
と私たちの関係”について議論を深めていき
ます。

復活選考（午後）
テーブル選考では十分に探れなかった大切な
活動を全体討論に推薦します。

選考員の推薦により全体討論へ

選考員の推薦により全体討論へ

テーブル選考で十分にアピールできなくても、“きらり”
と光る活動には・・・
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２．大会プログラム 

時間 内  容 

9:15 

❘ 

9:45 

○受付                                      

○選考委員・事務局ミーティング（進め方、選考方法等）  

9:45 

❘ 

10:00 

○開会、ガイダンス  

 開会宣言を行い、その後１日の流れを説明します。 

10:00 

❘ 

11:00 

○全体発表      

 参加全団体による活動発表（発表時間各 3 分）  

11:00 

❘ 

12:00 

○テーブル選考  

Zoom の「ブレイクアウトルーム」機能により 

3 つのテーブルに分かれて選考を行います。 

・発表者と選考員とで議論を深め、全体討論に推薦する“いち押し”の活

動を選考します。（テーブルごとに 2 団体） 

・ここで推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。 

12:00 

❘ 

12:20 

○テーブル選考結果報告・推薦団体発表   

各テーブルの議論の報告と全体選考へ推薦された団体（計 6 団体）を発表 

します。 

12:20 

❘ 

13:20 

○お昼休憩 

○復活選考（ポスターセッション）          

・以下 URL、facebook ページに各団体の活動内容を掲載し（本プログラムの

P16～47 に掲載）、全体選考員による復活選考を行います。 

 県ホームページ： 

   https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kendoseibi/kasenkoan/19480.html 

 facebook：「淡海の川づくりフォーラム」ページ 

  https://facebook.com/ShigaRiverForum/ 

・参加者全員で、応援したい！活動に「メッセージ」や「コメント」、「い

いね！」を贈ります。 

13:20 

❘ 

13:30 

○復活選考の結果発表   

復活選考から全体討論に進むのは 3 団体です。 

13:30 

❘ 

15:15 

○全体討論 （適宜休憩をはさみます） 

1)各団体 2 分間で活動内容を発表、その後、全団体への質疑応答。 

2)選考員・コメンテーターを中心に、明日からの活動の参考になるよう

な、今年いちばん“キラリと光る活動”について、参加者全員でさらに

議論を深めていきます。 
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15:15 

❘ 

15:30 

休憩 

15:30 

❘ 

16:00 

○まとめとふりかえり 

 グラフィックファシリテーション、キーワードにより、今年の淡海の川づ 

 くりフォーラムの議論をふりかえります。 

○各賞の発表・表彰式    

1)「グランプリ」・「準グランプリ」の表彰 

2)「山紫水明賞」、「マザーレイクフォーラム賞」の表彰 

3)「応援の花咲いた賞」の表彰 

 

３．公開選考会の進め方・選考基準、表彰について 

(1) 「公開選考会」の意味 

 淡海の川づくりフォーラムは、公開選考会という仕組みを使って、“川や水辺と共生する暮

らし”、“川や水辺と私たちのいい関係”について考えることが目的です・・・受賞団体の

選考は、手段であって目的ではありません。 

 お互いの発表を聞き、選考員や参加の皆さんそれぞれの視点を通して、活動の「よいとこさ

がし」をしてください。 

 16 ページから、今回参加の皆さまの活動概要を掲載しています。ページの下側に、「よい

とこ探しキーワード メモ」の欄を設けています。ぜひ、「よいとこキーワード」をメモし

て、議論に参加してください。 

 質疑応答や討論時間を使って行われる「よいとこさがし」は、“川や水辺と私たちのいい関

係”について考えを深める時間です。 

 今年は「オンライン開催」となりますが、プログラムの流れは例年と同じスタイルで考えて

います。初めての試みで慣れない面もありますが、オンラインならではの気づき、良さをみ

んなで探り合いましょう。 

(2) 公開選考会の進め方について 

 選考会は、全体発表→テーブル選考→復活選考→全体選考(公開討論会)→表彰の順番で進め

ていきます。 

 全体発表は、参加団体が一堂に会して、日ごろの取り組みを発表します。全体発表は１団体

３分とし、質疑は行いません。 

 テーブル選考は３グループ、１テーブル５または６団体に分かれ、全体発表で語りきれなか

った部分の説明や質疑を通じて、それぞれの活動について理解を深めます。発表者と選考員

とで議論を深め、全体討論に推薦する“いち押し”の活動を選考します。（テーブルごとに

２団体） 
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 全体発表終了後、Zoom の「ブレイクアウトルーム」機能を使って、事務局ホストにより、

発表団体・テーブル選考員のみなさんを各テーブルの小部屋に振り分けをします。（テーブ

ル A はメインセッションのまま） 

 全体選考員、一般聴講の方は、テーブル選考の時間は各テーブル間を自由に移動ができま

す。 

テーブル テーブル選考会場 

テーブル A    メインセッション 

テーブル B ブレイクアウトルーム「テーブル B」 

テーブル C ブレイクアウトルーム「テーブル C」 

 テーブル選考で推薦が得られなかった団体は復活選考に進みます。復活選考については、

WEB 上（県ホームページ（プログラムに掲載）、facebook ページ）に各団体の活動内容を掲

示し、選考員に見てもらいます。復活選考から全体討論に進むのは３団体です。 

 全体選考に進んだ団体は、再度、メインセッションで発表をしていただきます。（各団体発

表時間 2分間、その後、全団体への質疑応答） 

 選考員・コメンテーターを中心に、明日からの活動の参考になるような、今年いちばん“キ

ラリと光る活動”について、参加者全員でさらに議論を深めていきます。 

 選考員は、自らも発表者から情報を得たり、学んだりする姿勢を持ちながら参加者と一緒に

“川や水辺と私たちの共生”、“川や水辺と私たちのいい関係”とは何かを探求する立場に

あります。議論や選考は、後戻りや批判をすることなく、創造的に深めていくことを心がけ

てください。 

 全体選考の議論は「グラフィックファシリテーション」「ホワイトボードレコーディング」

により、「リアルタイム」で議論の「見える化」を行い、zoom で共有します。 
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(3) 選考基準 

 伝統的な文化と新しい文化が出会い融合する湖国滋賀にふさわしい“川や水辺と私たちの共

生”、“川や水辺と私たちとのいい関係”を探ります。 

 内容の長所を評価する加点方式とし、短所は減点の対象としません。 

 公開選考会は、以下の４つのポイントにおいて総合評価します。 

1) 発想・着眼評価：“川や水辺と私たちのいい関係”をめざすための斬新な発想や着眼、

的確な視点についての評価 

例えば… 

・この発想はなかった！ 

・やれるところからやりはじめているのが、イイね！ など 

2) 関わり評価：地域住民と水辺との豊かで良好な関わり合いについての評価 

例えば… 

・水辺が地域を元気にするね！ 

・継続は力だ！ など 

3) プロセス評価：市民・住民参加や、さまざまな分野の人たちとの協働のプロセスについ

ての評価 

例えば… 

・え、そんな人たちも参加しているんだ！ 

・その連携は面白い！ など 

4) 計画・技術評価：“川や水辺と私たちの共生”のために工夫された計画手法や採用技術

についての評価 

例えば… 

・そんなことが出来るんだ！ 

・すこしの工夫でずいぶん違うね～！ など 

  

(4) 復活選考（ポスターセッション）（WEB） 

 復活選考は、「ポスターセッション」を Web 上の画像を見ることで行います。 

 各団体の活動内容（画像）については、本プログラム P16～P47 でもご覧いただけます。 

 WEB（ホームページ、facebook）上に掲載している各団体の活動内容を見て、応援したい！と

思われる活動に、いいね！やメッセージを贈りましょう！ 

 Facebook へのコメントだけでなく、メール（ha04@pref.shiga.lg.jp）、Zoom のチャット、

YouTubeLive のコメント、どのツールでもいいので、メッセージを贈ってください。団体の活

動の励みになります。 
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 (5) 表彰 

【グランプリ・準グランプリ】 

 上記の選考基準により、審査する時点の流域・地域の情勢も踏まえ、“水辺と私たちの共

生”、“水辺と私たちのいい関係”のモデルとなる活動を選考します。 

 上記の選考基準により、仲間たちに希望を与える活動を選考します。 

【山紫水明賞（河港・砂防協会賞）】 

 上記の選考基準とは別の視点から、今後の淡海のいい川づくり・いい湖づくりの(事業)推進

に向けて貢献する活動を選考します。 

 テーブル選考で推薦されなかった団体も含めて、すべての参加団体が受賞の候補となりま

す。 

【マザーレイクフォーラム賞】 

 上記の選考基準とは別の視点から、マザーレイクゴールズ（MLGs）の目標達成に向けて貢献

する活動を選考します。 

 テーブル選考で推薦されなかった団体も含めて、すべての参加団体が受賞の候補となりま

す。 

【応援の花咲いた賞】 

 上記選考基準とは別に、WEB（ホームページ、facebook）上に掲載した各団体の活動内容につ

いて、参加者のメッセージが一番多かった団体を表彰します。 

 全ての参加団体が受賞の候補となります。 

 他の賞と重複して受賞する可能性もあります。 
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４．参加団体一覧・テーブル             ●全体発表はＡ－１から順番に行います。 

テーブル グループ名 湖沼・河川・活動地域等 活動内容 

テ
ー
ブ
ル
Ａ 

A-1 
滋賀県立大学 

瀧研究室（球磨川） 

球磨川（熊本県八代市～

水上村） 
寄り添い型ヒアリング調査 

A-2 
ＮＰＯ法人 

瀬田川リバプレ隊 

高橋川、瀬田川の一部

（大津市） 

河川の清掃活動、市民会議・現地

見学会、水質調査、ヨシ刈りなど 

A-3 
滋賀大学 

「環境学習支援士」会 

 栗東市 金勝山  

「森の未来館」周辺 

（一級河川 金勝川） 

小学四年生体験学習「やまのこ」

事前・事後学習の出前授業 

A-4 Biwacompass 大津市北比良付近の湖岸 
琵琶湖・河川に関する様々な課

題を楽しく解決 

A-5 河川管理パートナーの会 

一級河川長沢川、狼川、

千丈川、国分川、高橋

川、篠部川（各河川の起

点から河口までの区域）                

担当河川の状況、護岸、周辺環

境、不法投棄・ごみ等を巡視によ

り発見・把握し報告する。 

A-6 玉一アクアリウム 
明石川 

（神戸市西区玉津町） 
明石川の生物多様性保全活動 

テ
ー
ブ
ル
Ｂ 

B-1 TANAKAMI こども環境クラブ 大戸川 天神川 P28 参照 

B-2 米川を歩く会 
米川 

(長浜市中心市街地) 
米川を活かしたまちづくり 

B-3 
NPO 法人国際ボランティア

学生協会(IVUSA) 

一級河川 琵琶湖・瀬田

川・鴨川（淀川水系）(長

浜・守山・大津・京都市) 

特定外来生物オオバナミズキン

バイの除去活動・啓発活動 

B-4 瀬田川ベース 瀬田川 

河川にまつわる地域の歴史や人

との関わりを記録し、伝える活

動をしています。 

B-5 
日本河川・流域再生ネット

ワーク 
日本全国 川づくりの普及活動 
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テ
ー
ブ
ル
Ｃ 

C-1 淡海を守る釣り人の会 守山市 今浜町 清掃活動・小さな自然再生 

C-2 
滋賀県立大学 

瀧研究室（美山川） 

京都府南丹市美山町    

芦生自然学校 
小さな自然再生（バーブ工造り） 

C-3 
小さな自然再生ネットワー

ク 

中ノ井川、蛇が池 

（栗東市大宝神社付近） 

蛇が池を憩いの場、ビオトープ

として再生する 

C-4 新大宮川を美しくする会 

新大宮川（一級河川大宮

川（放水路）・足洗川） 

（大津市比叡辻） 

P44 参照 

C-5 

家棟川・童子川・中ノ池川

にビワマスを戻すプロジェ

クト 

家棟川 

（野洲市） 

ビワマスが遡上、産卵、繁殖でき

る環境の整備 

計 16 団体 

５．テーブル別各団体活動位置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



9 
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６．テーブル 

選考 選考員プロフィール 

テーブル A 

（テーブル・コーディネーター） 

 北村 美香（きたむら みか）／治水利水から学ぶ・楽しむ実行委員会/

結 creation 

京都市生まれ。学生時代の遊び場だった琵琶湖のことをもっと知りたいと

思い、研究の場に琵琶湖博物館を選ぶ。川や生き物に夢中になっている人

たちを観察しているときや、地域の大先輩たちに体験談を聞かせていただ

いてるときが一番楽しい時間。 

学芸員としての経験を活かし、人と地域と博物館、暮らしと自然をつなげ

るお手伝いをしている。 

（選考員）  

 草野 充（くさの たかし）／県水産試験場漁場保全係 主任技師 

 琵琶湖産二枚貝類の増殖と調査を担当しています。休日の楽しみ：カヤッ

クにのって魚釣りをすること。 

 

 

 

 

小丸 和恵（こまる かずえ）／NPO 法人子どもと川とまちのフォーラム 

理事 

大阪府生まれ、愛媛県と京都府育ち。びわ湖に呼び寄せられて滋賀へ。 

川や湖、里山など自然に親しむ場を提供する「子どもと川とまちのフォ

ーラム」の活動を続けて、約 20 年。長年のフィールド京都と滋賀をつな

ぐ役割を担えればと願っている。3・11 後の暮らし方を提案する「あるも

ん（自然素材・リサイクル・地産地消・自然治癒力）」を大切に暮らす

「arumonde 暮らしを楽しむ会」も主宰し、暮らしを楽しむ集いの企画や

被災地からの避難ママたちの活動のサポート等も行っている。 

 

 

藤田 知丈（ふじた ともたけ）／暮らシフト研究所（MLF） 

島根県八雲村、ホタルやカワセミが飛び交う意宇川沿い（中海の源流

域）の家で川ガキ・山ガキとして育つ。大学時代にびわ湖と出逢い、その

まま滋賀に定住。建設コンサル、指定管理、NPO 等の仕事を経て独立し、

姉川源流の古民家に移住して「暮らシフト研究所」を設立。得意分野は情

報デザイン、地域プロデュース、映像製作など。 

マザーレイクフォーラム運営委員、東草野まちづくり懇話会事務局、

NPO 法人碧いびわ湖理事ほか。 
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テーブル B 

（テーブル・コーディネーター） 

 

竜王 みやび（りゅうおう みやび）／山内エコクラブ 

滋賀県甲賀市出身。小学 5 年生のころから地域の水文化をテーマに山内エ

コクラブで活動。現在は大学で文化情報学を専攻中、大学 4年生。将来は小

学校教員になる（つもり）。特技の付け焼刃はたまに傷にも・・。趣味はカ

ラオケと少しのバイオリン演奏。 

 

 

 

（選考員）  

 

 

 

 

浅野 悟史（あさの さとし）／京都大学大学院地球環境学堂 助教 

専門は地域計画学・環境農学。人間がつかうことで維持されてきた環境に

ついて、そこに住むひとの暮らしと生きものの関係の視点から研究してい

る。 

 

 

 

 

 石山 基（いしやま もとい）／大津土木事務所 次長 

 

滋賀県大津市生まれ、琵琶湖岸の風景を見て育つ。 

滋賀県に入庁後、河川法改正の頃より河川に関わる職場に多く在籍。数度

の「川づくり会議」の事務局運営にも携わりながら、住民との「合意形

成」の現場を経験する。時期を同じくして始まった、「いい川・いい川づ

くりワークショップ」や「淡海の川づくりフォーラム」にも参加、以来そ

のフォーマットをこよなく愛している。 

 

三和 伸彦（みわ のぶひこ）（時々Cozy Miwa※）／琵琶湖保全再生課 

技監 

滋賀県生まれ。少年時代、環境問題に関心を持ったことをきっかけに滋賀

県の化学技術職に。県庁ではずっと環境行政を担当。 

プライベートでは、湖北のタウン誌「長浜み～な」のライター兼編集スタッ

フとしてふるさとの再発見をライフワークに活動中。 

※高校時代に聴いた Cozy Powell のドラミングに衝撃を受け、以来、細々な

がら音楽活動を継続中。 
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テーブルＣ 

（テーブル・コーディネーター） 

 
 
 
 

佐々木 和之（ささき かずゆき）／水色舎（MLF） 

小二の時に東京世田谷のコンクリート三面張りの川で遊んだことが川で

の原体験。小五から日本野鳥の会の会員になり、川や公園で野鳥観察する

ようになる。中高時代は野鳥の生息環境が失われる開発もあり、開発する

／しないの二択だけではなく、どのように調整したら少しでも生息環境が

残こせるのかを考えるようになった。滋賀県立大時代から、市民の想いを

反映した川づくりに向けた、住民と行政との連繋手法がテーマ。川の風景

づくりを目指して洗堰レトロカフェを開催。 

（選考員）  

 

 

 

 

近藤 美麻（こんどう みお）／地方独立行政法人 大阪府立環境農林水

産総合研究所 

愛知県名古屋市生まれ。小さな頃から生物好きで、次第に生物と生物が

すむ環境、人との関わりに興味を持つようになり、大学では水田地帯の生

物（とくに淡水二枚貝）を対象に研究を行い、農業との共存について考え

ていました。現在は大阪府立 生物多様性センターに勤務し、府内の水辺

にすむ生物たちの調査研究や、生物多様性の普及啓発、環境教育を担当し

ています。水辺やそこにすむ生物たちの魅力を、一人でも多くの人に伝え

ていきたいです。 

 

菅原 芳明（すがはら よしあき）／大津・南部農業農村振興事務所田園

振興課 副主幹 

福井県生まれ。日本海を見て育つも、両親が生まれ育った滋賀に愛着を持

ち、滋賀県に入庁。入庁後、農業を営む上で必要な施設の整備（用水路

等）や棚田保全、湖魚が産卵・成育できる水田環境を取り戻す「魚のゆり

かご水田プロジェクト」等を担当するとともに、「環境こだわり農業の推

進」「不法投棄対策」「地域活性化を目指した自転車（ビワイチ）の活

用」にも携わる。日々、趣味であるサイクリングを通じて、地域の「自然

や文化」「食」を楽しみながら、多くの方々との出会いに「感謝」してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

藤田 喜世隆（ふじた きよたか）／流域政策局 局長 

滋賀県彦根市生まれ。昭和 60 年に滋賀県に土木技師として採用される。 

入庁して約 20 年は下水道一筋で流域下水道の整備や処理に携わる。最下 

位グループだった下水道普及率が今では全国 7 位、まさに隔世の感です。 

 河川事業は 40 代半ばから携わり、平成 26 年から流域治水政策室で河川 

整備計画や水害に強い地域づくりなどを担当、令和 2 年から流域政策局長。 

地域にとって、安全・安心、愛される川づくりを目指します。 
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７．全体討論 選考員 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

朴 恵淑（ぱく けいしゅく）／三重大学人文学部・地域イノベーション

学研究科教授、三重大学地域 ECO システム研究センター長 

1954 年韓国ソウル生まれ。日韓の架け橋として、大気汚染や地球温暖

化、水環境保全、環境教育に関わっています。３・１１の東日本大震災

により、環境の大切さに気づき、絆の素晴らしさに気づき、未来に希望

をつなぐことに皆、必死で取り組んでいます。 

「淡海の川づくりフォーラム」が、青いゴールドと呼ばれる水資源や

水環境の大切さに気づき、日本を動かす大きなムーブメントとなれるよ

う、頑張ります。 

 

福廣 勝介（ふくひろ しょうすけ） ／ＮＰＯ法人 近畿水の塾 理事長 

UR 都市機構、および関連社で、団地の屋外環境の計画設計、管理担当

を四十数年。他団体、住民さんとの協働仕事、イベント多数。標榜して

きたのは「地域の緑に就職する」。一方、川好き。傷められている川を

憂い、川の住民活動に参加。現在、ＮＰＯ法人「近畿水の塾」代表理

事、「川の会･名張」代表、ＮＰＯ法人「全国水環境交流会」理事。昭和

24 年、三重県伊賀（名張市）に生まれ、爾来、大部分、名張住まい。関

心事は、林学。山・川・人との付き合い。自然復元｡団地故郷作り。脱近

代。 

 

 

 

 

 

 

 

辻博子（つじ ひろこ）/(一社)滋賀グリーン活動ネットワーク（SGN)

事務局長（MLF）  

新潟県生まれ。SGN の活動を通して、環境に配慮した消費行動『グリー

ン購入』を事業者や市民に広げています。グリーン購入には「環境に配

慮した商品・サービスを買う」だけでなく「環境保全に熱心な事業者か

ら買う」という意味もあるので、そうした熱心な事業者さんの活動を応

援し、滋賀県産の環境配慮商品の市場を拡大するにはどうすれば良い

か、日々考えています。 

 また、CO2 ネットゼロムーブメントを進める「しがローカル SDGs 研究

会」や「地域エネルギー研究会」としても活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

原田 守啓（はらだ もりひろ）／岐阜大学流域圏科学研究センター 

准教授 

民間建設コンサルタント会社、独立行政法人土木研究所自然共生研究

センター専門研究員を経て、2014 年より現在まで岐阜大学流域圏科学研

究センター准教授、2020 年 2 月より岐阜大学高等研究院地域環境変動適

応研究センター長を務める。河川とその流域を対象に、土砂水理学・河

川工学と河川生態学の学際分野での研究活動に取り組んでいます。水辺

の小さな自然再生の取り組みを応援しています！ 
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堺 かなえ（さかい かなえ） ／いい川・いい川づくりワークショップ

事務局 

ＮＰＯ法人全国水環境交流会（理事・事務局）、ＮＰＯ法人多摩川セ

ンター（事務局）、「川の日」ワークショップ（1998～2007）、“いい

川”・“いい川づくり”ワークショップ（2008～）実行委員会事務局。

通算 22 回を数えるワークショップに裏方として関わり、多くの出会い、

つながりをもらってきました。2019 年の第 22回いい川・いい川づくりワ

ークショップ in滋賀・京都大会で、「淡海の川づくりフォーラム」とい

う場で培われてきた関係性や志に触れ、今回の参加を楽しみにしてきま

した。どうぞよろしくお願いします。 

８．総合コーディネーター・グラフィックファシリテーター＆実行委員会 

 
（総合コーディネーター） 

 
 

中谷 惠剛（なかたに けいごう）／瀬田川リバプレ隊 

瀬田の生まれ。川が好き。味噌汁といえばシジミ、モロコの素焼き＋酢味

噌またはショウガ醤油、ギギの蒲焼き、鮎の塩焼き、フナズシなどなど食い

しん坊なことも、水辺の環境を守る第１歩かなんてことを思いつつ、水を知

るには上流からと言うことで源流付近（源流までは体力的に厳しい）の探訪

などをしております。 

 

 
（グラフィックファシリテーター） 

 

 

あるがゆう 

京都女子大学家政学部生活造形学科意匠専攻卒業。 

グラフィックレコーディングを研究。半年で 100 以上の現場でペンを持ち、

卒業論文にまとめる。役所、内閣官房主催の対話の場や、中小企業や大手飲

料メーカーの研修などで経験を積む。 

 現在は東京の情報コミュニケーション支援企業にて働きながら、グラフィ

ックファシリテーターとして活動中 
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（実行委員会）  

 

 

北井  香（きたい かおり）／NPO 法人木野環境 理事 

県内の農山村を中心にいくつかの活動にスタッフなどの立場で関わってい

ます。地域の良さを前向きに活かして、活動・発信・取組みを応援したい。

現職は滋賀県立大学 特定プロジェクト研究員。2009 年に流域治水検討委員

会（住民会議）を母体とした淡海の川づくりフォーラム実行委員会を立ち上

げ、現在、実行委員長。 

瀧 健太郎(たき けんたろう)／滋賀県立大学 准教授 

川の日（7 月 7 日）生まれ。大学院修了後、民間企業を経て滋賀県庁勤務

（18 年間）ののち現職。河川・流域政策の実務を長年にわたって担当した（淡

海の川づくりフォーラム第１回～第６回まで事務局）。数多くの川や人との

様々な出会いを通じ、川の魅力に取りつかれている。また、どんな川であっ

ても、地域に愛される川こそが“いい川”だと信じている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委員長 

委員長代理 

実行委員会(流域治水検討委員会(住民会議)) 

滋賀県の流域治水基本方針の策定に向けた「水害から命を守る地域づくり県民宣言」を提言した、

流域治水検討委員会（住民会議）の中から、「住民が次の年も活動するのに元気が出るような場をつ

くろう」との議論があり 2009 年に発足。 

大橋さん 杉本さん 松尾さん 中井さん 柴田さん 石津さん 歯黒さん 成宮さん 中村さん 多々納さん 
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９．参加団体活動概要 

A-1 滋賀県立大学 瀧研究室（球磨川） 

活動のキーワード 

① 球磨川  ②ヒアリング   ③地域の宝 

発表内容 

令和 2 年 7月豪雨によって球磨川が氾濫し、甚大な人的・物的被害をもたらしました。死者 49

名の被災要因を明らかにするため、現地住民へのヒアリング調査を行っています。 

住民の皆さんには家族や親しい知人の死因や被災状況など「つらい」状況を語っていただきま

した。その中で住民の多くが自発的に球磨川やまちの魅力について語ろうとしました。 

ほとんどのこの不思議な共通性の背景にどういったものがあるのか、紐解いていきたいと思い

ます。そして、住民の「球磨川への思い」に着目して、球磨川流域住民が望む復興まちづくりに

ついて考えていきたいと思います。 

球磨川流域の復興を応援よろしくお願いします。 

活動中の川や水辺の名称 

球磨川（熊本県八代市～水上村） 

活動内容 

寄り添い型ヒアリング調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-2  ＮＰＯ法人瀬田川リバプレ隊 

活動のキーワード 

① 環境整備   ② 木工教室     

発表内容 

平成 17年 7 月に県のエコフォスターに登録。毎月 25 日を活動と決め、実施して参りました（瀬

田川は 10日が活動日）。長年の活動に周辺の人達も道路等の清掃に参加し、周辺が綺麗に整備さ

れて来ました。これからも元気でいる限りこの活動を続けて行きたいです。 

活動中の川や水辺の名称 

高橋川、瀬田川の一部（大津市） 

 

 

  

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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バ
プ
レ
隊
だ
よ
り
の
定
期
的
な
発
行
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

釣
り
大
会
運
営
支
援

毎
年
秋
に
浜
大
津
港
で

開
催
さ
れ
る
企
業
の

C
S
R
活
動
の
事
務
局
と

し
て
釣
り
大
会
釣
り
大

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
発
表

滋
賀
県
や
そ
の
他
の
団

体
が
主
催
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
や
研
究
発
表
会
な

ど
で
活
動
報
告
を
行
っ

て
い
ま
す
。

瀬
田
川
（
毎
月
１
０
日
）
・
高
橋
川
（
毎
月
２
５
日
）
清
掃
活
動

月
に
一
回
、
瀬
田
川
と
瀬
田
川
の
支
流
で
あ
る
高
橋
川
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
を
愛
す
る
市
民
会
議
は
、
地
域
の
方
や
川
を
愛
す
る
人
が
年
に
一
度
集
ま
り
多
彩
な
ゲ
ス
ト

を
お
招
き
し
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
情
報
交
換
や
想
い
を
共
有
を
す
る
場
で
す
。

河
川
を
愛
す
る
市
民
会
議
・
現
地
見
学
会

N
P
O
法
人
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊

NP
O法
人
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
の
沿
革

私
達
の
故
郷
の
川
、
瀬
田
川
は
母
な
る
琵
琶
湖
か
ら
流
れ
出
る
唯
一
の
川
で
近
畿
地
方

14
00

万
人
余
を
潤
す
源
の
川
で
す
。

先
人
達
は
、
洪
水
や
浸
水
に
苦
し
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
自
然
の
驚
異
に
立
ち
向
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
力
強
い
精
神
力
と
熱
意
が
今
日
も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
先
人
た
ち
が
自
然
と
共
生
し
て
き
た
証
で
あ
り
、
そ
の
尊
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
び
わ
湖
・瀬
田
川
の
恩
恵
と
驚
異
を
心
に
刻
み
、
次
世
代
に
継
い
で
行
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

流
域
を
含
む
河
川
の
歴
史
、
文
化
、
環
境
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
、
体
験
を
通
じ
て
川

に
親
し
み
、
明
日
の
川
づ
く
り
を
発
信
す
る
市
民
団
体
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〇
平
成
１
２
年
（
２
０
０
０
年
）
９
月

瀬
田
川
改
修
１
０
０
周
年
を
機
に
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
発
足

〇
平
成
１
５
年
（
２
０
０
３
年
）
３
月
４
日

特
定
非
営
利
活
動
法
人
瀬
田
川
リ
バ
プ
レ
隊
と
し
て
認
定
さ
れ
る

〇
平
成
２
６
年
（
２
０
１
４
年
）
３
月
２
８
日

河
川
協
力
団
体
（
近
畿
地
方
整
備
局
第
４
号
）
の
指
定
を
受
け
る

m
eg

um
iで
沖
島
訪
問

河
川
を
愛
す
る
市
民
会
議

立
命
館
大
学
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室

を
借
り
て
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
問
題
の
講
演
会
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A-3 滋賀大学「環境学習支援士」会 

活動のキーワード 

① 興味・関心・意欲をもってもらう。   ② 体験（五感を使う）学習    

③ 分かり易く、クイズを挿入し進める。 

発表内容 

小学四年生体験学習「やまのこ」事前・事後学習の出前授業 

～山・川・びわ湖のつながり～ 

私は金勝山の森の未来館でやまのこのサポーターをしていますが、その中で、山での森林体験

学習だけでなく、「山・川・びわ湖のつながり」について分かり易く伝える事前授業が必要では

ないかと考えました。 

如何に子どもさんたちに「山は緑のダム」という事に、興味・関心・意欲を持ってもらえる授

業が出来るかと言うことに重点を置き、知り合いの元校長をはじめ事前学習に賛同する仲間の輪

を広げながら検討を進めました。また湖南 4市の教育委員会にも説明に寄せて頂き、各市は前向

きにご対応下さいました。 

事前授業を受けて下さった子どもさんや先生方の実際の山での学習態度がガラッと変わりまし

た。それまでは「物見遊山」の感覚が見受けられましたが、前向きに興味深く自分のテーマを持

って参加して下さるのが、目に見えて分かりました。他のサポーターさん達からも「今日はどう

したことだ！」と驚かれるくらいの違いが分かるようでした。 

事前学習後は先生方からも喜ばれ本番に期待されていることが分かりました。今後も自分のス

キルアップをしながらお子さんたちと楽しい授業が出来ればと思っております。 

活動中の川や水辺の名称 

栗東市 金勝山 「森の未来館」周辺 （一級河川 金勝川） 

活動内容 

小学四年生体験学習「やまのこ」事前・事後学習の出前授業 

  
よいとこ探しキーワード メモ！ 
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A-4  Biwacompass 

活動のキーワード 

① クラウド    ② 川仲間   ③ 気づき 

発表内容 

２０１９年 3 月に始動した”Biwacompass"って、なんだろう？空に浮かぶ”クラウド”自由

にカタチを変え、様々な課題に応えられる奥深さ。仲間が集い、好きな水辺遊びをやるだけ

で、びわ湖にとって大切なことは何か？に気付く。ここでは、自由で平等。みんなが”湖の

子”それぞれが持つ琵琶湖への想い、行く先の違う羅針盤を持ち寄って、見せ合って、みんな

がベストを尽くして進んで行こう。長い時間が必要でもイイじゃないか。”できることからは

じめよう”ずっと子どもたちが遊んで、びわ湖に笑ってもらえるように 

活動中の川や水辺の名称 

大津市北比良付近の湖岸 

活動内容 

琵琶湖・河川に関する様々な課題を楽しく解決 

  

よいとこ探しキーワード メモ！ 



よりよい琵琶湖を
未来につなぐ羅針盤

びわ湖に想いをよせる仲間が集まり
知恵を活かし⼒をあわせ未来のびわ湖を紡ぎだす

ひとり、ひとりが羅針盤
みんなが湖の⼦、⾃由で平等
できることからはじめよう

⼦どもが遊び尽くせるびわ湖へ
びわ湖に笑ってもらいたい

Biwacompass Facebook

活動内容は☟ORコード☟から確認
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A-5  河川管理パートナーの会 

活動のキーワード 

① 河川巡視活動  ② 不法投棄・散乱ポイ捨てごみ  ③ 県・市・地域との連携 

発表内容 

「河川管理パートナーの活動から知る、河川環境の現状について」 

河川整備計画のもとに、地域住民の参加による川づくりの 3つの柱のひとつとしてつくられた河

川管理パートナーは、河川の防災対策・ごみ対策を含めた維持管理や、県市町との連携と地域の仲

立ち的役割も担っている。現在、私を含めて大津市では 9名のボランティアが、河川管理パートナ

ーとして活動しているものの、ほとんどこの存在は知られていない。そこで、河川管理パートナー

の活動の目標と具体的な活動内容を紹介する。また、巡視活動を通じて、河川への尽きることのな

い不法投棄やプラスチック製ごみなどのポイ捨ての現状は看過できないと常に感じ、河川環境の悪

化をどうしたら防げるのか、河川の価値を高めるためにできることを考えたい。 

活動中の川や水辺の名称 

 一級河川の 長沢川、狼川、千丈川、国分川、高橋川、篠部川 

  各河川のおおむね起点から河口までの区域 

活動内容  

担当河川の状況、護岸、周辺環境、不法投棄・ごみ等を巡視により発見・把握し報告す

る。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいとこ探しキーワード メモ！ 



【チェック項目】 

                             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

  

 事務所 人数 

１ 大津 ９ 

２ 南部 ６ 

３ 甲賀 ６ 

４ 東近江 ９ 

５ 湖東 ６ 

６ 長浜 ６ 

７ 木之本 ３ 

８ 高島 ６ 

県 全体数 ５１ 

年 

度 

大津市内 

不法投棄 

河川区域 

不法投棄 

河川内 

支障物 

H27 ３９２   ６０ １０ 

H28 ３３９   ９７ １５ 

H29 ３７２   ９６ １２ 

H30 ３６９  ２２８ ４６ 

R1   ４６９ ３１５ １１７ 

【概要】平成 9年に改正された河川法に従い策定された「河川整備計画」において、

住民と行政の協働で、地域住民の積極的参加により、地域の川を「ふるさと

の川」として育て維持管理することを目的とした「ふるさと川づくり協働事

業」は、次の 3つの柱で構成されている。河川管理パートナーはその一つ。 

① 河川愛護支援 ② 地域活動支援 ③ 河川管理パートナー 

 

河川管理パートナーの活動 

【現況】県内河川管理パートナー 51名 （砂防監視員兼任 38名） 

大津市 9名 (砂防監視員兼任 7名)  ＊県より委嘱されたボランティア 

【活動】月 2回、担当の一級河川の巡視 （県管理区間の起点から河口まで） 

チェック項目の状況の報告を月 1回提出。活動費(交通費充当)支給あり 

県市町との連携、県市町と地域の仲立ち的活動、情報発信など 

 

 

 

【目的】河川管理パートナーが河川を巡視し状況を把握することで、流域の水害の防

災対策や河川敷のごみ対策もふくめ、河川の安全と維持管理につなげる。 

◎ 河川管理パートナーについて 

・河川内支障物・・土砂・繁茂した樹木・雑草、無許可の工作物 

・不法投棄物・・・自転車、家電、家具、ふとん、調理器具、一般廃棄物 

（発見時の対応） 管轄への緊急連絡、大津市民通報システム、月報告書 

＊管轄部局の選択が難しい 

◎ 河川管理パートナー活動から知る、河川環境の現状 

・散乱ごみ・ポイ捨てごみ・・ 缶、ペットボトル、紙製プラ製容器包装 

【川ゴミ増加の特徴】  習慣性、捨てる形の変化、大量・散乱化、違法性 

【川ゴミが増える理由】 

① 河川の構造       ②交通量・通行人数 

③ 地域住民の川への意識  ④自治会や河川愛護団体の美化活動の有無 

④ 自治体の無関心     ⑤プラスチックと使い捨て文化の悪影響 

河川管理パートナーの会  

松 村  順子 

◎ 川ごみを減らし、安全できれいな川にするための課題 

① 地域の住民が川を意識し、より積極的に関わる機会をつくる。 

② 地域で河川を監視する人をもっとふやす。 

③ 継続した河川愛護活動や地域の美化活動が必要。 

④ ポイ捨てする人たちの環境意識や自然への興味の向上。使い捨て文化の再考。 

⑤  

⑥  

護岸や堤防、階段や 

遊歩道の損傷・崩壊、 

管理用道路状況、 

河川敷の樹木や雑草 

の繁茂、土砂の堆積 

流木、橋の現状、 

無許可の工作物、 

不法投棄物、散乱ごみ 

県土木事務所・支所所属  
河川管理パートナー数 

担当例   (1 人 6～7 河川を担当) 

不法投棄・河川内支障物の対応数 

 

～ 地域の河川と環境を大切にしたい ～ 

第13回淡海川づくりフォーラム 

川ゴミの写真 

瀬田南小学校児童が 
作った、啓発ポスター 
 

参考：河川管理パートナー・砂防監視員合同会議資料＆大津市の環境 
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A-6 玉一アクアリウム 

活動のキーワード 

① 明石川と共に   ② 明石川を守る   ③ 外来種の駆除 

発表内容 

今年度は「明石川と共に～私たちは明石川と共に生きる～」というテーマで活動しています。緊

急事態宣言の時は初めてみんなと会えずに明石川で活動できない日々が続きましたが、メールで明

石川の情報を共有し、会えなくても会えた感じがしました。解除後もコロナ禍で外来種が現れ、そ

の度に早く気が付いて行動することで増やさずに済むことができました。新型コロナウイルスで大

変だったけど、私たちにも明石川があったので乗り越えられました。くじけそうになって弱りかけ

た心も明石川が元気にしてくれました。私たちにできることは、とても小さなことだけど、みんな

で力を合わせて外来種駆除も新型コロナウイルスも乗り越えていきたいと思います。 

活動中の川や水辺の名称 

明石川（神戸市西区玉津町） 

活動内容 

明石川の生物多様性保全活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

よいとこ探しキーワード メモ！ 
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